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Ａ： 熟議とは、多くの当事者が「熟慮」と「議論」によって問題の解決を目指す対話の

ことである。保護者や地域住民等、様々な立場の関係者が一つのテーブルにつき、活

発な議論を重ねることで、新しいアイディアや考え方が生まれることになる。 

熟議の場やテーマは以下のようなものが考えられる。 

    

１ 熟議の場とテーマの設定 

  熟議は、学校運営協議会、地域学校協働活動の計画や評価を行う会議、学校と地域

の連携・協働を内容とした研修会等で実施することが想定される。 

  【テーマ例】 

   ○地域の子どもたちにどのように育ってほしいか 

   ○子どもたちに身に付けてほしい力とは 

   ○雑草が多い通学路の環境整備をどうすればよいか 

   ○地域の行事へ子どもたちが参加するには  など 

 

２ 熟議の例 

  学校や地域の子どもはどのような課題を抱えているのかという実態を共有するとと

もに、地域でどのような子どもを育てたいのか、何を実現したいのかという目標・ビ

ジョンを共有するために「熟議」を重ねることが大切である。 

 

 (1)小学校の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】放課後、近くの公園で子どもたちが遊んだ際、ゴミを散らかしたままにするの

で、学校に対応を求める電話が入り、教師が出向いて指導することがある。 

＜熟議テーマ＞  子どもたちがむやみにゴミを捨てないために、私たちはどんなこと

ができるでしょうか。 

 

（教頭） 
学校では、放課後の過
ごし方や公園の使い方
について指導している
のですが……。 

（保護者） 

先生方が指導している話は娘

から聞きました。放課後まで

指導なんて大変ですね。 

（駄菓子屋店主） 

子どもたちがお菓子を買

ったとき、ゴミをポイ捨

てせず持ち帰るように声

をかけてみます。 

（自治会長） 

地域の「一斉清掃」の参

加者が少なくなっていま

す。地域みんなで地域を

きれいにする雰囲気も作

れるといいですね。 

 

（ＰＴＡ会長） 

放課後や休日に、地域や

家庭も協力して一緒に何

かできませんかね。 

（地域連携教員） 

登下校班や担当教職員に

聞けば、通学路のどこに

ゴミが多く落ちているか

分かりますね。 

Ｑ６： 協働につなげていくための、熟議の具体的なプロセスを知りたい。 

熟議 

 

熟議を重ね、一斉清掃の日に家庭を交えた「ゴミゼロ作戦」を実施することに…… 

（教頭）公園に出向くことがなくな

り、放課後が有効に使えます。 
 

（児童）ゴミの多さに驚きましたが、 

きれいになって気持ちがいいです。 
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(2)中学校の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 熟議を「協働」につなげていく 

 熟議を行うことで課題がすべて解決されるわけではない。熟議で提案されたプランを

課題解決や目標達成に向けた具体的な取組（協働）につなげていくことが大切である。

この協働を進めていく体制が「地域学校協働本部」であり、幅広い地域住民等の参画に

より学校や地域の課題解決に向けた取組が進められるとよい。 

熟議したことが「協働」として具体的な活動に結びつけていく上でも、学校運営協議

会と地域学校協働本部は、一体的に推進されていくことが望ましい。 

※協働：複数の人が同じ目的のために対等の立場で協力してともに働くことで、一方的な支援や協力と 

いうことではない。 

 

 

 

 

【参考資料】 
・「学校と地域の連携・協働推進ハンドブック」              R05.3  県教委 
・「これからの学校と地域 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動」        R02.2   文科省 
・「コミュニティ・スクールのつくり方」                 R02.10  文科省 
・「コミュニティ・スクール 2018～地域とともにある学校づくりを目指して～」               H30.9  文科省 

【課題】部活動終了後の生徒下校の際、近隣における下校指導をする教員の数が足り

ず、安全が確保できない。 

＜熟議テーマ＞ 生徒が安全に下校するために、私たちはどんなことができるでしょうか。  

（校長） 

部活動終了後、全職員で

手分けして対応していま

すが、学区が広く、手が

回らないのが現状です。 

（保護者） 

共働きで、部活動が

終わる時間に退勤し

て見守りすることは

とても難しいです。 

（地域住民） 

先生ばかりに任せず、地域で

できることを考えましょう。

私は犬の散歩の時間を下校時

に合わせてみます。 

（地域連携教員） 

生徒から下校時の危険

箇所を聞き取って洗い

出し、地域の方に見守

りをお願いしたい場所

を検討します。 

（ＰＴＡ会長） 

保護者にも募集し、でき

る人が多ければ当番制に

します。保護者も先生も

負担が減らせるのでは？ 

（コーディネーター）

地域の人に声をかければ、

下校時の見守りをしてくれ

る人が集まるかもしれませ

ん。自治会長の会合のとき

に話をしてみますね。 

なん 

（地域住民） 

「寒い中、ありがとうご

ざいます」と言ってくれ

る子もいます。子どもた

ちのために働けることを

うれしく思います。 

（保護者） 

見守りボランティアのおか

げで、交通量の多い危険な

道路も安全に渡れるように

なりました。今度は私も協

力してみようと思います。 

（校長） 

多くの方が下校指導

に携わってくださっ

たことで、職員も当

番制で対応できるよ

うになりました。 

熟議 

熟議を重ね、「下校時の見守りボランティア」を導入することになり…… 


